












ん 通 り (昭和‖年 )

(木内武郷氏提供 )

駿河台下周辺の移 り変 り

駿河台下というと「すずらん通 り」「三省堂」がす

ぐ頭に浮ぶ。駿河台周辺の移 り変りもはげしいもので

ある。木内武郷氏 (レ オマカラズヤ社長)の ご好意に

より、昭和10年代のすずらん通 りや駿河台下周辺の写

真を掲載した。また本の街編集室からお借 りした駿河

台下交叉点には、当時お茶の水駅に向かう都電や、須

田町から九段へ向かう都電が写っており、何れも大変

貴重な写真である。

昔のすずらん通りは、木内氏のお話によると夜店の

屋台が並び、大変人通りの多い賑やかな通 りだったと

いう。

三省堂は昭和56年頃現在のビルに建替えられた。消

防署は昔と同様に健在であるが、「火のみ櫓」は時代

の流れで役に立たず、ビルの谷間に櫓だけは現在も健

在である。この交叉点の周辺はやたらにスポーツ用品

の店が多くなり、昔あった駄菓子屋風の店はすっかり

消え失せてしまった。

(木内氏の話を参考に記す上野敦行 )

ん 通 り (昭和 12年 )

(木内武郷氏提供 )
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す ず ら ん 通 り (日召和63年 )
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駿河台下交叉点

駿河台下 三省堂前の都電停留所 (日召和国年 )

駿河台下交叉点 (昭和 7年 )

駿河台下交叉点 (昭和36年 )

駿河台下交叉点 (昭和 12年 )

(木内武郷氏提供 )

(「本の街」編集室提供 )

駿河台下交叉点 (昭和63年 )
(千代田区役所提供 )

(木内武郷氏提供 )

駿河台下 三省堂前 (昭和63年 )
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駿河台下交叉点 (昭和63年 )

(木内武郷氏提供 )





工業化学科 5口年史略年表

年 日 本 大 学 社 年 日 本 大 学 社

明22

大 9

日本法律学校設立

日本大学高等学校設置

(両国日大一高校舎)

校長 :佐野利器

*世界最初のラジオ放送開始
*ノ ーベル賞
〈化〉ネルンスト(独 ):化学熱力学の研究
*国際連盟成立

日召7 *ノ ーベル賞
く物〉ハイゼンベルグ(独 ):

量子力学の研究
*満州国建国宣言
*五・一五事件
*超伝導のマイスナー効果の発見
(マ イスナーとオクセンフェルト、独)
*ベンゼンの分子構造についての
共鳴理論 (ポーリング、米)
*日 本国際連盟脱退
*人工放射能の発見
(F.I。 キューリー夫妻、仏)

13

14

日本大学工学校

*コ ンプ トン効果の発見

(コ ンプ トン、米)
*ビ タミンEの発見
(エバンスとビショップ、英
*質量分析計の発明と同位体の研究
*ソ ビエット社会主議共和国連邦成立
*強電解質の理論
(デバイ・ヒュッケル、独)
*無線放送各国で始まる
*ノ ーベル賞
〈化〉ブレーグル(オーストリア):

微量分析法の研究
*関東大地震起こる

*量子力学の基本方程式
(ハ イゼンベルグ、独、デイラック、英)
*排他原理 (パウリ、スイス)
*ポーラログラフの発明 (ヘ イロウスキ
ー、チェコスロバキアと志方益三、日)
*実用テレビの発明 (ベアード、英)
*ノ ーベル賞
〈化〉ジーグモンディ(独 ):
コロイドの研究
*日 本、普通選挙法成立

10

11

12

13 高等工学校、専門部工科、

学部に工業化学科設置

佐野利器工学部長辞任

茂庭忠次郎

第二代工学部長に就任

*中間子理論の発見 (湯川秀樹、日)
*レーダーの実用化 (イ ギリス)
*二 。二六事件
*ナ イロンの発見 (カ ローザス、米)
*ウ ランの核分裂反応発見

(ハーンとシ三トラーマン)
*太陽熱源の原子1核 lFx応説
(ワ イツゼッカー、独 ;ベーテ、米)
*ノ ーベル賞

クーン(独 ):ビ タミンB2の発合成
*DDTの 発見 (ミ ューラ、スイス)

16

17

18

大学学部等の在学年限ま

たは修業年限の臨時短縮

竹村勘悪

第二代工学部長に就任

工学部定員変更

副総長制設定

工学部定員変更

工学部、専門部工科

定員変更

高等工学校に冶金科設置

高等工学校冶金科廃止

学長に呉文柄就任

横地伊二郎

第 4代工学部長に就任

総長、総裁に呉文柄就任

日本大学工学校開校

大学予科を三島市に開設

*大平洋戦争勃発 (真珠湾攻撃)

*三中間子論 (坂田昌一)
*ポ リエチレンエ業生産開始 (英 )

*理化学研究「
~F、

 サイクロトロン
(200ト ン)を つくる
*ノ ーベル賞
く医・生〉ダム(デンアーク):
ビタミンKの発見
*オ ンサガー(米)形質転換因子が
DNAであることを証明
*ワ ックスマン(米 )
ストレプ トマイシンの発見
*吉田富三 (日 )吉 田肉種を発見肉腫
*ノ ーベル賞
〈化〉ハーン(独 ):核分裂の発見
*マ クミラン(米 ):ヘ スクラー(ソ )
シンクロトロンの発明
*ノ ーベル賞
〈物〉ハーン(独 ):核分裂の発見
*ノ ーベル賞
〈物〉パウリ(ス イス):排他原理の発見
〈医・生〉A・ フレミング(英 )、

イエイン(英 )、 HOWフ ローリ(英 )
ペニシリンの発見
*独、日、無条件降伏
*レーダーによる月面の観濃1

(ヘルシュバーガー、米)
*人工降雨の実験開始

(ラ ングミュア、米)
*第一回国連総会

15

日召2

3

4

工学部設置、同予科を

開設

初代工学部長 :佐野利器

*波動力学の創始
(シ ュレディンガー、オーストリア)
*ビ タミンB2の発見
(ゴール ドバーガー、米)
*不確定性原理の提唱

(ハ イゼンベルグ、独)
*電子の波動性を実証 (デビッソン、
ガーマー、米 :GoP.ト ムソン)
*ラ ーマン効果の発見

(ラ ーマン、インド)
*α 崩壊の理論 (ガモフ、ソ)

*電磁場と万有引力の統一理論
(ア インシュタイン、独)
*世界経済大恐1荒

日本大学工学校

駿河台に開設

*高分子溶液の粘度式提出
(シ ュタヂンガー、独 )

*アセチレンのビニル化反応発見
(レ ッペ、独 )

*ノ ーベル賞 〈医・生〉ラントシュタイ
ナー (オース トラリア):血液型の発
見と研究

*ビ タミンDの合成
(ウ インダウスら、独 )

*合成ゴムの発明 (カ ローザス、米 )
*満州事変勃発
*中性子の発見 (チ ャドゥィドック、米 )
*陽電子の発見 (ア ンダーソン、米 )

初代校長

金子堅太郎

初代総長

松 岡 康 毅

2 代
平沼駄一郎

3 代
山岡萬之助
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年 日 本 大 学 社 年 日 本 大 学 社

昭 21

昭 22

日召23

日召24

昭 25

昭26

昭 27

日召28

呉文柄
理事長・会頭に就任

佐藤運雄理事長に就任

専門部工科を

郡山市に移転

教育基本法 (学校教育法)

公布

六・三・三制教育実施

日本大学工業学校を廃止

し、新制の日本大学工業

日本大学工業高等学校
2月 新学制による大学

(第 1部 )設置

新制工学部第 1部

工業化学科発足

新学制による

大学 (第 2部 )設置
3月 新制工学部第 2部
工業化学科発足

高等工学校募集停止

12月 理事長に

古田重二良就任

短期大学設置

短期大学応用化学科

第 1部、第 2部設置
8月 高等工学校を

工業専門校と改称
4月 新学制による

大学院修士課程設置
工学研究科

(応用化学専攻 )
11月 永田菊四郎

学長に就任

2月 工学部に薬学科、

工業経営学科設置

月大学院博士課程設置

工学研究科

(有機応用化学専攻 )

呉文柄総長三選

ドシナ戦争はじまる

*軽重 2つ の中間子発見
(ラ テックス等、米)
*ト ランジスターの発見 (ブラッテン及
バーディーン、ショックレー、米)
*ノ ーベル賞
く化〉ロビンソン(英):

アルカロイドの研究
*新憲法施行
*パ リ平和条約
*ホ ログラフィ理論 (ゲイバー、英)
*大韓民国、朝鮮民主々義人民共和国
成立
*Cに よる年代決定法 (リ ビー、米)
*ジ ェット旅客機コメット初の実用化

(英 )

*ノ ーベル賞
〈物〉湯川秀樹 (日 ):中間子理論
*中華人民共和国成立

*チ ャレンジャー 8号、世界一周
*朝鮮戦争はじまる

*コ レステロールの合成に成功

(ウ ッドワード、米 :ロ ビンソン、英)
*メ ーザーの発明 (ク ウンズ、米)
*サ ンフランシスコ対日講和条約
*日 米安全保障条約調印

*フ ロンティア電子軌道論
(福井謙一、日)
*ノ ーベル賞
〈化〉マーティン(英 )、 シング(英):

分配クロマ トグラフによるアミノ酸

分析法の発見
く医・生〉ワックスマン(米):
ストレプ トマイシンの発見
*米、水爆実験 (エニウェトクで)
*常温常圧下でのエチレンの重合法発見
(チーグラー、独)
*DNAの 構造解明
(ワ トソン、米 :ク リック、英)
*小児マヒワクチン完成
(ソ ータ、カナダ)
*NHKテ レビ放送開始
*ノ ーベル賞
〈物〉ゼルニケ(オ ランダ):

位相差顕微鏡の完成

〈化〉シュタウディンガー(独 ):

高分子化学の研究
*初の原子力潜水艦ノーチラス号進水
(米 )

*バチスカーフ号、4,050mの深海記録
達成 (仏 )

昭29

30

33

34

葉山寮

工学部工業経営学科、

津田沼校合で授業開始

工学部に物理科を設置

理工学部と改称

呉文柄総長辞任、

総裁に就任

古田重二良理事長、

会頭に就任

永田菊四郎総長に就任

横地伊二郎理工学部長、

学長に就任

日大講堂開設

理工学部に数学科設置

理工学部定員変更

*ノ ーベル賞
〈仏〉ポーリング(米):化学結合の研究
*イ ンドシナ休戦・協定調印
*反陽子の発見
(セ グレ及チェンバレン、米)
*人造ダイヤモンドに成功
(ホール等、米)
*イ ンシュリンの構造決定

(サ ンガー、英)
*世界初商業用原子炉発電 (英 )
*水俣病発生)(日 )
*ポ リプロピレンの構造 (伊 )
*ノ ーベル賞
〈物〉ブラッテン(米 )、 バーディーン

(米 )、 ショックレー(米):

トランジスターの発明

〈化〉ヒンシェルウッド(英 )、 セミョー

ノフ(ソ ):化学反応速度論の研究
*日 本、国連に加盟
*超伝導のBCS理論
(バーディーンら、米)
*初の人工衛星スプートニク1号 (ソ )
*南極で12ヶ 国が気象観測開始
*カ ナマイシンの発見 (梅沢浜夫ら、日)
*日 本、実験用原子炉完成
*ト ンネル・ダイオードの発明

(江崎玲於奈、日)
*DNAの 酵素的合成に成功
(コ ーンバーグら、米)
*ラ イカ大をのせた人工衛星成功 (ソ )
*パラメトロンの発明
(高橋秀俊、後藤英一、日)
*三井石油化学、ポリエチレン、
アセトンの生産開始
*ノ ーベル賞
〈化〉サンガー(英 ):

インシュリンの構造決定
*欧り11共同体発足
*ア ラブ連合結成
*惑星間宇宙ステーション、ルナ 3号、
月の裏側写真撮影成功 (ソ )
*ヘモグロビン、 ミオグロビンの立体
構造の決定 (ベルツ及ケンドルー、英)
*ノ ーベル賞
〈化〉ヘイロウスキー (チ ェコ):

ポーラログラフ分析法の発見
く医 0生〉オチョア(米 ):RNAの 合成
コンバーグ(米):DNAの 合成

理工学部工業経営学科を

経営工学科と改称

同時に定員変更

永田菊四郎総長に就任

横地伊二郎学長に就任

理工学部、第二工学部、

理工学部 (第 2部 )、
定員変更

*レ ーザーの発振に成功 (メ イマン、米)
*世界初の トランジスターTV発売
(ソ ニ ー 、 日 )

*乾式複写機 (ゼロックス914型、米)
*ソ連宇宙船ボストーク1号、地球 1周

に成功
*モ ノリック ICを 発表 (ノ・イス、米)
*ノ ーベル賞
〈化〉カルビン(米 ):

植物の光合成の研究
*X線星の研究 (ジ ャコニら、米)

4 代
呉  文 柄

5 代
永田菊四郎

6 代
鈴 木  勝

7 代
高 梨 公 之
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年 日 本 大 学 社 年 日 本 大 学 社

日召37

38

40

横地伊二郎学長に就任

大学院修士課程、博士課

程、工学研究科に物理学

専攻・数学専攻・地学専

攻を増設し、工学研究科

を理工学研究科と改称

理工学部工学研究所設置

原子力研究所設置

永田菊四郎総長 3選

横地伊二郎学長に就任

理工学部経営工学科

募集停止

日本大学工業高等学校

定時制募集停止

吉田総理大臣に名誉学位

第 1工学部に電気工学科、
0統計学科を設置し、

生産工学部と改称

第 2工学部を工学部と

改称

市川良正教授

理工二部次長に就任

横地学長逝去 (叙勲正 4

(叙勲正ど位勲
'等
瑞宝章】

斎藤謙次第 5代

1理工学部長に就任

永沢 (医 )、 秋葉 (文 )、

商学部全校舎落成

永田菊四郎総長 4選

韓国中央大学校と交流

協定

小島教授訪間団長

山岡名誉総長逝去

学園紛争起る

助手教室会議初参加

*ノ ーベル賞
く医・生〉ワトソ′(米 )、 クリック(英 )、

ウィルキンス(英):DNAの 分子構造
と生体における情報伝達に対する意義
*素粒子のクォーク模型
(グルマン及ツワイク、米)
*女性宇宙飛行士テレシヨワ、
ボストァク6号 飛行0帰還 (ソ )
*日 米間TV宇宙中継実験に成功
(日 、米)
*ノ ーベル賞
く物〉ウィグナー(米 ):

量子力学における対称1生の発見

メイヤー(米 )、 イエンゼン(独 ):

原子核の殻構造理論

く医・生〉エクルズ(豪 )、 A.L.ホ ジキ
ン(英 )、 A.F.ハ クスリー(英 ):
神経細胞膜のイオン機構の発見
*ケ ネディ米大統領暗殺
*電気抵抗の極小に関する理論

(近藤淳、日)
*国鉄、東海道新幹線を開業 (日 )
*ト ランジスター電卓の生産開始 (日 )
*ノ ーベル賞
〈物〉タウンズ(米 )、 パソフ(ソ )、 プロ

ホロフ(日 ):メ ーザー、レーザーの発見
〈化〉DoC.ホ ジキン(英):
X線による生化学物質の構造決定
く医・生〉ゴロッホ(米 )、 リネン(独 ):
コレステロールと脂肪酸の研究
*東京オリンピック開催

*無人の月探査機ルナ 9号月面に軟着陸
(ソ )

*自 動ステーション金星 3号、金星に到

着 (ソ )
*ア レルギーの原因物質、免疫グロブリ
ンEを 発見 (石坂公成等、日)
*日 本原子力発電会社本格運転開始
*ノ ーベル賞
く化〉マリケン(米):分子軌道法の研究
く医・生〉ラウス(米):

発ガン性ウイルスの発見
*文化大革命 (中国)

*アモルファス半導体の発見

(オプシンスキー、米)

日召43 主任選挙内規成立

第 1回主任選挙、金丸

教授当選

学部長選挙規則成立

学部長代行選挙、木村

秀政教授選出

理エニュース (教会PR
社)発刊決定
寄附行為改正

会頭制を廃し、会長と

理事長とに代表権

四年次生卒業試験学外で

実施 (理工 )

鈴木勝、総長就任

高梨公之、理事長に就任

法学部大宮校舎落成

生産1工学部独立

中原教授名誉教授に

崎川教授着任
永田名誉総長逝去

鈴木勝、総長に就任

授業再開 (全 日大)

授業再開宣言 (理工)

秋田教授逝去

松本教授教室主任再選

講堂に自動暗幕装置

(理工 )
7号館完全冷暖房空調
(理工)

2号館講師室誕生
「習志野ニュース」発刊

斎藤学部長逝去

木村秀政第 6代理工学部
長就任

8号館教室冷房化 (理工)

古田会頭逝去

教室基金運営規則成立

伊藤舜介教授逝去

内海教授教室主任就任

カウンセリングルーム

設置 (理工 )

金丸教授叙勲
カリキュラム改正

電子計算機センター開所

(理工 )
三宅学生担当逝去

理工学部50周年記念パー

ラ「 イ

航空、電子、海洋コース

設置

木村学部長副総長就任

鈴木勝総長再選

永沢滋理事長就任

内海教授1教室主任再選

寄附行為改正

会長制廃止

丸茂研究所教授逝去

9号館竣工

*プ レートテクトニクス理論
(T.ウ ィルソン等、カナダ)
*大陸間弾道弾打ち上げ成功 (米 )
*水俣病の原因、メチル水銀と判明
*日 本初の心臓移植
*ノ ーベル賞
〈化〉オンサガー(米):熱力学の相反
定理の発見

*ア ポロ11号人類初の月面着陸 (米 )
*超音速旅客機コンコル ド初飛行 (英、
仏)
*米各地でベ トナム反戦デモ

*酵母のアラニン RNA遺 伝子の人工
合成に成功 (コ ラーナ、米 )

*国産 1号人工衛星 “おおすみ"打ち
上げ成功 (日 )、 ソ、米、仏に次 ぐ4番

目

*金星 7号、地球へのデータ送信に成功
(ソ )

*火星探査成功 (米、ソ)
*ノ ーベル賞
〈物〉ガポール(英):ホ ログラフィーの

発見
*大学1設百奉準改正
*沖縄返還協定調印

*ロ ーマクラブ「成長の限界」刊行
*ノ ーベル賞
〈物〉バーディーン(米 )、 クーパー(米 )、

シュリファー(英 ):超伝導の理論的
解明

*ニ クソン米大統領中国訪間

初代工学部長

佐 野 利 器

第2代工学部長
茂庭忠次郎

第3代工学部長
竹 村 勘 悪

第4代工学部長
横地伊三郎
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年 日 本 大 学 社 年 日 本 大 学 社

日召48

52

電子顕微鏡設置
」EM― i00B

大学院修士課程・応用化

学専攻・博士課程・有機

応用化学専攻をそれぞれ

修士課程 0博士課程・エ

業化学専攻と改称
八田四郎次先生逝去

鈴木勝総長勲一等

理工50周年史出版

加藤教授学部長に就任

小島教授教室主任に就任

通信教育部25周 年

分析センター設立

精密質量分析装置

KRMU-7M002型設置)
日本大学工業専門校 (旧

高等工学校)廃止
.日

本大学工業高等学校を

廃止し、日本大学習志野

高等学校と改称

新カリキュラム実施
ハワイ大学と交流協定

鈴木総長理事長就任

就業規則制定
85周 年記念式典

サンパウロ大と姉妹締結

ガスクロマ トグラフ質量

分析装置(LKB9000、 300
B型設置)
統一卒業式 7年ぶり復活
鈴木勝総長三尋
内海教授広報担当に

池村教授学生担当に

内海教授教室主任に就任

大型構造物試験機

低速風洞設置

核磁気共鳴装置
NMR F丁 -100i設置
入力飛行機ストーク号
446m新記録樹立
大型構造物試験棟及風洞

実験室公開
パイ中間子研究陣容固ま

る

学部長選挙
カロ藤理工学部長

1再選
ベルリン自由大学と姉妹

校締結

Jム ーラン大学 (仏 )と

姉妹校締結

短大 2部応用化学科廃止
入力飛行機「ストーク改」
2093m新記録樹立
短応化→理工薬学科ヽの

編入可能となる

元中原教授逝去

内海教授短大次長に就任
2部募集停止決定
グーテンベルグ大と姉妹

校締結

小島教授教室主任に就任

*医学部浜島義博教授、川崎熱の病原体
分離
*ノ ーベル賞
〈物〉江崎玲於奈(日 )、 ジェーバ (米 )、

ジョセフリン(米):ト ンネル効果の研
究
*第 1次オイルショック物価急上昇

*ヤマニ石油相に本学名誉学位
*金大中氏誘拐事件
*ベ トナム和平協定調印

沐新素粒子 J/Pの発見 (リ
テイン、米)
*地域気象観測システム “

正式発足
*ノ ーベル賞
〈化〉PoJ。 フローリ(米 )

化学の研究
*三菱重工爆破

ヒター、米 :

AR/1eDAS"

:高分子物理

*ベ トナム戦争終結

*バイキング 1.2号観測機材の火星着
陸、写真撮影、資料分析に成功 (米 )
*五つ子日大板橋病院入院

*小西六、自動焦点カメラ開発
*惑星探査機ポイジャー 1.2号打ち上
げ(米 )
*ノ ーベル賞
く化〉フリコシン (ベルギー):非平衡
の熱力学

53

55

理工学部第 1部に海洋建

築

航空宇宙工学科、電子工

学科設置

習志野10、 11号館完成
航空、電子、海岸コース

学科に昇格
2部募集停止
本学隊北極点到達

鈴木勝総長 4選

第 1回学術賞 (理工 )

日大創立90周 年

国際関係学部誕生

加藤学部長新副総長に就

任

クウェート大学と交流協

定

高梨理事初代国際関係学

部長に就任

和井内教授クウェート大

学へ出張

加藤学部長三選

学科名変更、交通工学→

交通土木
和井内教授教室主任に就

任

栃木助手学術賞受賞

クウェート大学理学部長

来訪

外山修之先生逝去

LL教室完成 (理工)
環境問題でわが国初の日

米セミナー (文理)

理工60周年記念式典

崎川元教授叙勲

米イリノイ大学と学生交

換

和田教授クウェート大学
へ客員教授
二波長分光装置設置

成績管理コンピューター

化

韓国中央大学校と教授、

学生交換の覚書交わす

東独ホーネッカー国家元

首に名誉学位
90周年記念募金18。 3億円

鈴木総長五選 (選挙実施)

板橋教授短大応化長就任

寄付行為改訂

新理事長に柴田氏

小島教授教室主任に就任
一般教育邑上助教授逝去
日大新聞創 F160周年

内海教授日本分析化学会

賞受賞
クウェート大学長―行来

訪

呉文柄元総長大学葬

(理工)木下、 (医 )佐藤
両教授に総理大臣賞

*大腸rl‐ 内でのヒトインシュリンを合成
(ギルバート等、米)
*体外受精児誕生 (英 )
*ノ ーベル賞
〈物〉ベンシアス(米 )、 ウイルソン(米 )
:宇宙背景放射の発見

*ミ ニコン、パソコン発表、ブームの日

火を切る (日 )
*木曽御岳、有史以来初噴火
*一般受信用の真空管の製造終了(日 )
*WHO、 天然痘根絶宣言
*ス リーマイル島原子力発電所大事故

(米 )

*共通一次試験はじまる
*第 2次石油ショック

*ニュートリノに質量発見 (ライネス、米)
*ボイジャー 1号、土星の輪を探査 (米 )
*ロ ボット加工組立によるロボット生産
工場 (日 )
*ヒ トのインターフエロン生産に成功
(米 )

*ノ ーベル賞
〈化〉バーグ(米):遺伝子工学の基礎的
研究

*ギルバート(米 )、 サイガー(英 )、 核酸
の塩基配列の研究
*イ ラン・イラク戦争はじまる

*ヒ トのミトコンドリアDNAの全塩基
配列の解読 (サ ンガー等、英)
*ヤンバルクイナ発見される (日 )
*スペァスシャトル・コロンビア号 2度
の成功 (米 )
*ノ ーベル賞
く化〉福井謙一 (日 )、 ホフマン(米):

化学反応課程の研究

*人工心臓の移植 (米 )
*サ リユート号宇宙滞在 7ヶ 月(ソ )
*フ ォークランド粉争

第5代理工学部長

斉 藤 謙 次

第6代理工学部長

木 村 秀 政

第7代理工学部長

加 藤  渉
第8代理工学部長

木 下 茂 徳
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昭57 超強力X線発生装置設置
RU-200(分析センター)
バーディーン教授に名誉

博士号授与

加藤学部長四選

日本大学会館落成

東田政治氏逝去

図書館にオンライン端末

機導入

幡野佐―元非常勤講師逝

去

一新会賞設立

2部廃止
和井内教授教室主任就任

小島教授理工図書館長就

任

工科山ノ家使用中止

ツド水 3次処理装置運転開

始 (2,8号館)
ヮードプロセッサー設置

(シ ャープWD-2200)

*赤外線天文衛星第 2、 第 3の“太陽系"

を発見 (米、英、オランダ共同)

*日 本の体外受精児誕生 (1985年秋死亡)

*大韓航空機撃堕事件
*ボパールで毒ガス漏れによる大事故

(イ ンド)
*ノ ーベル賞

く物〉ルビア (伊 )、 ファン・デル・メー

ル (オ ラング):ウ イークポソン発

見への貢献

く化〉メリフィール (米 ):固相反応によ

螢光X線分析装置設置
質量分析装置機種交替

(分析センター)

筑波科学万博見学会

元素分析装置機種交替

(分析センター)

木下教授学部長就任

小島教授教室主任に就任

危険物管理委員会設置

工化創立50周 年記念事業

準備会発足

400M核磁気共鳴装置
(分析センター)

市川良正元教授逝去

lCP発光分光分析装置設
置 (工化)

真下講師学術賞受賞

薬学科募集停止

る化学合成法の研究

*ハレー彗星地球大接近
ハレー彗星探査機、ショット打ち上げ

(欧州宇宙機関)
*筑波化学万博 (日 )
*日 航ジャンボ機墜落、520人 死亡、

女子4名 生還

*伊豆大島三原山大噴火

全島民一時避難

貴重な写真や資料をご提供いただきました方々の

ご芳名を記し、感謝の意を表させていただきます。

(五十音順・敬称は省略させていただきました)

欄主婦の友社 資料センター

千代田区役所 企画部広報課
千代田区立 錦華小学校
中央大学 広報部大学史編纂課
東京大学工学部教授 三浦謹一郎
富士銀行 お茶の水支店
本の街 編集室
明治大学 総務部歴史編纂事務室
山脇美術専門学院 広報課
レオ マカラズヤ帥社長 木内武郷

日本大学本部 学生部厚生課、 管財課
日本大学理工学部 庶務課、 管財課
日本大学新聞社

工業化学科関係者のお名前は省略させていただきま

した。
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50周 年記 】貝委△〓〈思 (5□音順)

委 員 長

組織委員会

総務委員会

募金委員会

祝賀会実行委員会

記念誌編集委員会

松 本 太 郎 (1日 -16)

穴 沢 一 郎

内 i毎    喩

齋 藤 喜久蔵

野 村 昌 夫

磯 崎 昭 徳

栗 田 公 夫

滝 戸 俊 夫

和井内   徹

青 木 繁 樹

高 木 二 郎

鳥谷部 哲二郎

本 間 栄 治

山 田   翠

石 山

大 内

倉 形

清 水

※名 取

南 山

(学 -44)

にリー29)

に詢-35)

に詢-36)

(1日 -17)

(専 -23)

(院 -48)

(学 -45)

(短 -31)

(学 -41)

にリー29)

(学 -27)

(学 -36)

(学 -48)

(学 -45)

也 (m-30)

雄 (m-30)

夫 (学 -36)

不1にリー27)

勝 (学 -31)

宏 (学 -27)

(1日 -20)

(1日 -21)

(1日 -24)

にリー37)

(学 -36)

(学 -45)

(学 -27)

(1日 -27)

(学 -56)

に詢-48)

(学 -58)

に罰-27)

(学 -53)

(学 -31)

(学 -33)

(学 -30)

にわ-55)

に詢-28)

たL  本寸

大 田

関 谷

松 本

糸L(1日 -22)

造 (旧 -20)

雄 (1日 -22)

良5(1日 -16)

(学 -36)

(学 -48)

(学 -42)

板 橋

小 島

田 所

國 夫

和 夫

俊 男

(1日 -26)

(高 -17)

圭
口　
道
　
大

夫
　
武
　
清

一
一　
雄
　
巳

健
　
昭
　
勝

智
　
川
　
木

越
　
桜
　
栃

上 條 治

※田 村 利

真 下

鮮粉-50)

にリー27)

(学 -41)

和
　
中
心
　
公
　
日日
　
利

竹

谷

田

木

沢

森

植

奥

栗

鈴

中

宮

夫

修

人

文

武

誠

康

　

　

義
　
清
　
利

井

沢

津

原

村

津

荒

小

川

栗

田

深

博

夫

子

清

雄

俊
　
俊
　
利

　

　

虎

久

戸

木

下

田

秋

滝

双

真

米

利 男

蕃

邦 英

一 夫

康

斉

※伊 藤

梅 JL

亀ケ森

田 川

山 本

雄 (1日 -20)

司 (m-43)

進 (専 -17)

行 (学 -38)

ツ台 (学 -35)

岡 島

武 末

日 秋

安 江

※和井内

上 野

門 井

澤 口

本寸  り||

武 義

矢ロ  イ子

俊 彦

任

徹

敦 行

守 夫

孝 志

信 子

(学 -33)

(学 -54)

(学 -41)

(学 -27)

にリー28)

(学 -36)

(学 -49)

(短 -35)

不日 市 川 次 良

越 智 健 二

桜 り|1 昭 雄

永 島 一 男浩
　
周

※印 :各業務委員会委員長
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〔編 集 後 記〕

工業化学科創立五十周年をむかえ、なにか記念になることをしよう。百周年にむけてな

にかを残そう。こんな話合いの中から生れたのがこの「工化五十周年記念誌」である。以

来あしかけ二年、写真や資料の収集、原稿の依頼、編集作業と委員の方々は忙しい本職の

合間に努力した。もっとも委員長である私は委員会の熱気に口を差しはさむ必要もなく、

なんにもしなかった。出来上がった本誌は、我田引水ながら当初予想したものよりはるか

に立派である。玉稿を賜わり、貴重な写真や資料をご提供 くださった各位に厚 く御礼申し

上げるとともに、委員の方々のご苦労と、素人の勝手な要望に答えてくれた(株 )秀峰の皆

様に感謝する次第。

ひとくちに五十年と言うものの、その歳月は決して短 くはない。その間に戦争、敗戦、

新制移行、学園紛争といろいろの事があった。そのせいか写真などほとんど出てこなかっ

た年代もあって、資料の集まりは決して十分とは言えない。日頃の史料にたいする心構え

と、その担当部署を決めておくことの必要性を痛感した。これからは過去の資料の収集・

整理と、次ぎの「百周年記念誌」にむけて、その時々の記録の保存に万全を期していただ

きたい。

とにかく、永遠に発展し、のびてゆくわが日本大学理工学部工業化学科の一番目の一里

塚として、ささやかな記録を後輩諸子に残し、校友の皆様に本誌をお届けすることが出来

たことをたいへん嬉しく思う。

編集委員長  伊 藤 和 雄

五 十 年 の 歩 み

日本大学理工学部工業化学科創立50周年記念誌

昭和63年 9月 14日  発行 (非売品 )
編集・発行 日本大学理工学部工業化学科

創 立 50周 年 記 念 委 員 会

〒101東京都千代田区神田駿河台1-8電話 03-293-3251

写真製版

匡口   届J

製  本

株式会社 平河工業
株式会社 秀  峰
東 京 美 術 紙 工

工業化学科倉J立 50周年記念誌編集室内風景
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